
申請者名： 　　〇〇　株式会社 担当者： 　　▲▲

【質問１】再生品の各製造過程について、収支フローを教えてください。（単位：ｔ）

実績期間中の
再生品製造量
（総合計）

種類 重量 処分方法 種類 重量 4817.78 処分方法 破砕

木くず 3569.77 破砕 木くず 3294.67 廃棄物の種類 木くず

重量 再生品の種類 ウッドチップ

1523.11 再生品期首在庫 有償譲渡① 4605.11

0.00 自ら利用②

知事認定③

合計 3569.77 合計 3294.67 搬出量　計④（Ｃ） 4605.25

再生率（％） 99.99%

前年度未処理分 0.00 今年度未処理分

種類 重量

木くず 0.14

種類 重量 種類

金属くず 96.20 金属くず

木くず 152.27 木くず

合計 0.14 0.14

計 248.47 計 212.53

【質問２】　実績期間中の総受入量（Ａ）と実績期間中の処分量（Ｂ）に差がある場合は、その内訳と 【質問３】　実績期間中の処分量（Ｂ）と中間処理施設等より搬出された物（Ｃ）に差がある場合は、

　　　　　　理由を教えてください。 　　　　　　その内訳と理由を教えてください。　　　　　　

※１）　この書類は、小数第２位まで記入し、それ以下の数字は切り捨ててください。

※２）　記入欄が足りない場合は、別紙に記載のうえ添付してください。

※３）　（Ｂ）産業廃棄物の実績期間中の処分量は、「産業廃棄物の処分実績報告書」に記載した処分量を記入してください。

※４）　再生率の算定には、（Ｄ）処分した産業廃棄物、（Ｅ）再生品期末在庫は含みません。

0.00

処理残さまたは①・②・③以外の搬出実績

再生施設認定申請書にかかる事前確認事項＜記入例＞

電子マニフェストを含む
産業廃棄物の実績期間中

の受入れ量（Ａ）

産業廃棄物の実績期間中の処分量（Ｂ）
（「産業廃棄物の処分実績報告書」　記載量）

搬出実績
（申請書　記載量）

産業廃棄物以外の再生品原料

種類

一般廃棄物

処理不適合物 処分した産業廃棄物（Ｄ）
譲渡先

　個人利用（無償譲渡）

重量 搬出先

申請書上の残さ（④－（①＋②＋③））

96.20 ■■産業（株）

152.27 （株）◇◇

248.47 再生品期末在庫（Ｅ）

【回答】

・受入れの際に混入していた金属くず 96.2ｔ

・腐敗し、再生品原料として不向きな木くず 152.27ｔ

・その他は、木くずに含まれていた水分の蒸発によるもの。

【回答】

・一般廃棄物由来の木くずを、再生品製造工程に投入したため 1523.11ｔ

・搬出が、次の実績期間になったもの 212.53ｔ


